
 
                      

 

 

 

日頃より PTA活動へのご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

徐々にコロナ以前の生活に戻りつつあり、今年度はできる限り対面での活動を行っていく形で皆様とつ

ながっていければと思っております。また、遠方からも気軽に参加できるといったオンラインの利便性も取り

入れ、参加しやすい、ほっとできる PTA活動をめざしてまいります。ご多用とは存じますが、皆様と楽しい時

間を共有できればと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

１ 令和５年度 PTA総会を開催しました。（令和５年５月２日） 

 

今年度は下記の皆様に役員をお引き受けいただきました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 茨城県特別支援学校 PTA連絡協議会 第１回理事・評議員会が開催されました。

（令和５年６月 20日） 

 

  ６月２０日（火）オンラインで行われました。本校からは、芳賀様と正田様に研修会、PTA 会長情報交換

会等にご出席いただきました。研修会では、『こどもと共に育つ』という演題で、東北福祉大学教育学部教

育学科教授の大西孝志先生からお話がありました。講師の大西先生からは、すべての子どもに支援が必要

であること、期を逃さずに支援（子育て、しつけ、教育）することが大切であり、子どもと共にその親も育てら

れていること、日々の営みを大切にしてください、とのお話がありました。 

PTAだより  第２号 

県立友部東特別支援学校 
令和５年９月１日 発行 

令和５年度 PTA本部役員と主な役割 

 

PTA会長  （芳賀 弥男様）・・・・・・特 P連会議や本校の学校評議員会等への出席等 

PTA副会長（正田 真紀様）・・・・・・会長の補佐等 

書  記     （堀内 加代子様）・・・・記録、PTA広報誌の校正等 

会  計     （鈴木 香奈子様）・・・・会計関係の確認等 

   

※その他、役員の皆様には、役員会への出席や PTA行事の立案・運営等、学校職員と共に無理のな

い形でご協力いただいています。 

※今年度の監事（会計監査）は、和地 春佳様に受けていただきました。 

 

PTA総会での貴重なご意見 

 

〇 在校生やその保護者にとっては、卒業後の進路や生活について関心が高い。卒業生と話をする場

が欲しい。  →進路だより等でお知らせできればと考えております。 

 

〇 PTA役員会でも出た意見だが、コロナ以前に行っていた運動会を実施できないか。本校の運動会

は、地域の人との交流や、生徒が楽しみながらできることを行うことで、自信につながる場となってい

た。  →多様な他者と交流し、協働して活動できる機会と場を設定していきたいと考えております。 

 

等、さまざまなご意見をいただきました。ありがとうございました。 



３ オンライン保護者交流会を行いました。（令和５年６月 22日） 

 

  ６月２２日（木）図書室で保護者交流会を行いました。オンラインでの参加も募りましたが、当日は６名の

保護者全員が来校していただいての交流会となりました。自己紹介の後、フリートークをしながらのカード制

作とストレッチを行い、楽しい時間をご一緒することができました。 

１０月１９日（木）に第２回オンライン保護者交流会を実施する予定ですので、是非お気軽にご参加くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 全病連研究協議会（福岡大会）（令和５年８月 10日～８月 31日） 

 

ＰＴＡ会長 芳賀弥男様より、「コロナ禍でもつながる PTA」というテーマで、これまでの取り組みを発表

いただきました。 

令和２年、コロナウィルス感染症の蔓延により、つながること、顔を合わせることができなくなり、PTA活動

も中止せざるを得なくなりました。子どもの学校生活はどのようになっているのかという不安が募る中、オン

ラインという方法で保護者交流会を行ったところ、保護者同士、保護者と教師がつながることができるよう

になりました。制作活動やストレット等、ほっとできる活動を集った皆で行うことで、張り詰めていた気持ちを

リラックスすることができました。 

小さな学校の取り組みではありますが、とても意味のある取り組みについてお話しいただきました。保護

者会の機会等に再度ご覧いただける機会を作ります。どうぞご意見をお寄せください。 

 


